
 

 

 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会社名  

住所  

電話番号  Fax 番号  

（役職） （役職） 
参加者 

（氏名） （氏名） 

□ＦＰ □生損保代理店 □保険会社勤務 □報道関係（                   ） 
ご参加の方は 

□その他 （                           ） 

今回のご参加は □初めて □（ ）回目 ご紹介は  様から

★ インターネットでの参加申込は http://www.acalax.jp/hp/formmail_seminar/contact.html からできます。 

★ 当社のホームページ http://www.acalax.jp を参考にご覧下さい。 

★ ご不明な点等ございましたらお気軽にお問合せください。アカラックス㈱ 担当 ：下川晴子 Tel: 03-5209-1251 

第 １回  セミナー参加申込書  （Fax用）      Fax 番号 ０３－５２０９－１２５９

1. 生命保険会社の健全性の指標 

2. 「ソルベンシーマージン比率」という 

表の見方 

3. ソルベンシーマージン比率の意味 

4. その他の指標 

5. 今、そこにある危機 

6. 質疑応答 

♦ サブプライムローンバブル崩壊に始まる世界的な金融危機は、

日本の生命保険会社各社の経営にも大いに影響しています。 

♦ 大和生命の破綻や AIG グループ各社の売却などもあり、生保

会社の財務の健全性が話題になることも多くなってきました。 

♦ 先日発表された 2008 年 12 月末の各社の第３四半期の報告の

内容も、かなり厳しいものがあります。 

♦ 生命保険会社の健全性はどう見たらよいか。中でもソルベンシ

ーマージン比率に関する開示資料について、どこに注目したら

良いか、解説します。 

♦ 第３四半期の報告で練習し、3 月末決算の開示で役立てて 

下さい。 

日 時： 2009年 3 月 11 日（水） 午後 ２時半 ～ ５時 

場 所： 情報オアシス神田（北スペース）  ＜会費＞ 5,000円（税込） 

 千代田区神田多町 2-4 第2滝ビル ＜受付＞ 14:00から 
 電話 : 03-3253-2911 ＜セミナー＞ 14:30～17:00 (途中 10 分休憩) 
http://www.jo-kanda.com/room/pdf/090109kita.pdf セミナー終了後懇親会（会費別途 3,000円？）を用意しています。 

2009 年 第 1 回 アカラックスセミナー

 

【講 師】 新越 博之 

・ 日本社生命保険会社に９年、外資系生命保険会社に13年、再保険会社に１年勤務した後、アカラックスの 

創業に参加した。 

・ アクチュアリーではありません。（どちらかといえば業務システム系とか総務系） 

・ アカラックスおよびその子会社（保険代理店アカラクシア）で、各種コンサルティングに従事している。 

・ 新聞や雑誌等からの取材および原稿の寄稿など多数。消費者の目線での解説で、わかりやすさに定評がある。 

   

http://www.acalax.jp/hp/formmail_seminar/contact.html
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